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回答者

教育振興部長

教育総務部長

教育総務部長3
市内公民館のエレベータ設置の状況と別所町公民館のエレ
ベーターの設置について

地区からの意見・提言（意見交換）

2 中学生の部活動の地域移行の進捗状況について

別所地区

1

意見・提言の内容

別所小中一貫校への取組について
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市政懇談会 回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 １ 別所小中一貫校への取組について 
（区長協議会） 

（内容） 
別所小中一貫校設置に向けた取組について、現状と今後の取組

を説明いただきたい。（・経過、目指す児童像、付けさせたい力、

内容、実施時期、形態施設（一体型、分離型）等）      
（要望)  
・推進機関として地域協議会を設置するとともに住民説明会を開

催し住民、保護者、学校関係者、行政の立場から丁寧に話し合いを

持ち計画してほしい。 
・住民、保護者に小中一貫校設置の必要性とメリットについて十分

に説明し、デメリットが考えられる場合、その克服策を示してほし

い。 
・分離型の場合、教職員や児童生徒の移動時間が多く必要で、教育

課程実施において無理が生じるのではないか。 
・分離型の場合、教職員の定数を多くする必要があるのでないか。 

回 答 （担当課）教育振興部 小中一貫教育推進室 
 三木市では、子どもたちを９年間で一貫して見守り育てていく

ために、令和３年度を「小中一貫教育の移行元年」と位置づけ、市

内全域で教職員への周知や導入に向けた取組を進めてきました。 
小中一貫教育を通じて、「主体性」「協働性」「創造力」の３つの

力を育むことを目指しています。これらを通じて、「未来を創る学

力」「共に生きる力」及び「健やかな心と体」を身につけた１５歳

の育成を目標としています。 
別所地域は、１小学校と１中学校が同じ校区であり、連携が取り

やすいことから、令和４年度より「実践推進校」として取組を推進

しています。現在は、中学校教員による小学校での授業をはじめ、

小・中学校教員による交流研修や９年間を見通したカリキュラム

づくり、児童生徒間の積極的な交流活動にも力を入れており、児童

生徒の安心感や学びのつながりが見られます。さらに９年間のつ

ながりの意識を高めるため、本年度より、保護者にも説明を行い、

中学校１年～３年生の呼び方や教室の表示などを７年～９年生に
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変更しました。 
市の計画としては、施設一体型小中一貫校の設置を目標として

いますが、別所小中一貫校の具体的な設置形態や時期については、

まだ決定していません。現在、三木市全体の学校の在り方につい

て、今後予測される人口推移も見ながら整理を進めているところ

です。別所小中一貫校の設置についても、こうした全体の方針とあ

わせて、必要な時期に具体的な検討を進めてまいります。 
つきましては、学校の方向性がお示しできるときには、説明会の

開催など地域の皆様のご意見を伺う機会を確保していきたいと考

えております。 
今後も地域の皆さまと意見交換を重ねながら、子どもたちの学

びが途切れず、安心して成長できる教育環境を整えてまいります。 
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市政懇談会 回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 ２ 中学生の部活動の地域移行の進捗状況に

ついて（区長協議会） 
（内容） 

中学校の部活動の地域移行の取組について次の点について説明

いただきたい。 
・現状（地域移行している部活、計画中の部活） 
・今後の予定（開設に向けての働きかけ、何をどのように行って

いて、どこまで進んでいるか） 
 
（要望） 
・３年後の実施までに希望する生徒の受入れができる体制を作

りあげてほしい。 
・市として、平日の放課後の学校や公民館等の利用や指導者の確

保の働きかけを積極的に行ってほしい。 
・生徒が、できるだけ遠くへ行かなくてもよいような設定をして

ほしい。 
回 答 （担当課） 教育総務部 文化・スポーツ課 

中学校部活動の地域展開については、少子化などにより部活動

の存続が難しくなる中で、「地域の子どもたちは地域で育てる」と

いう考えの下、地域のスポーツ・文化芸術資源を最大限活用し、子

どもたちの多様なニーズに応じた持続可能な活動を実現しようと

するものです。 
したがって、地域クラブ活動（みきティブ）は、既存の部活動が

そのまま地域へ移行するのではなく、中学生の新たなスポーツ・文

化芸術活動の場を創る取組です。 
子どもたちが参加したい地域クラブができるよう、様々な団体

と協議等を進めており、現時点で２０団体が地域クラブとして認

定されました。 
ご要望の件につきましては、教育委員会においても課題と認識

しており、引き続き課題解決に向け努力してまいります。 
別所まちづくり協議会におかれては、これまでも中学生ととも

に様々な活動をされてきた実績があります。地域クラブ活動の展
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開においても、中学生の活動の場づくりにご協力いただきますよ

うお願いいたします。 
 
【地域クラブの現状】 
団体数   ２０団体（スポーツ９、文化芸術１１団体） 
種目等   サッカー、フラダンス、バスケットボール（2） 
空手(2)、野球、バレーボール、陸上、将棋、和太鼓(2)、合唱（6）、
絵画、囲碁 
※この他、先行事業としてゴルフクラブが活動中です。 
 
【現在までの取組状況】 
令和７年７月 ５日（土） 運営団体募集説明会 
    ８月 １日（金） 運営団体の募集開始 
             指導者等人材バンクの登録開始 
    ８月１８日（月）～２７日（水） 
             児童生徒・保護者向け説明会開催 
    ９月２２日（月） 地域クラブ活動推進協議会開催 

     ９月末      地域クラブ第１次認定 
 

6



 

市政懇談会 回答 
地区名 別所地区 

意見・提言等 ３ 
市内公民館のエレベータ設置の状況と別所

町公民館のエレベーターの設置について 
（区長協議会） 

（内容） 
市内の公民館におけるエレベーター設置状況をお聞きしたい。 

 従来より別所町公民館におけるエレベーターの設置を求めてい

るが、昨年度の書面回答では令和１０年度設計、令和１１年度から

施工する予定とあった。財政健全化を着実に進められておられる

とのこと。現在、公民館の２階では子ども食堂も開設されており、

利用者が増加し、最近は１日につき、１００名近い利用者がある。

高齢の利用者も多く、また、重い食材を階段で運ぶことにも労力を

要している。このような状況を鑑み、１年でも早くエレベーターを

設置していただきたい。 
回 答 （担当課） 教育総務部 生涯学習課 

 現在、市内の公民館１０館のうち、６館においてエレベーターを

設置しております。未設置の公民館は、別所町公民館、志染町公民

館、細川町公民館及び口吉川町公民館です。 
公共施設については、施設全体の老朽度や傷み具合などを考慮

し、大規模改修工事の事業実施計画を立てており、別所町公民館に

ついては、令和１０年度から設計、１１年度から大規模改修工事を

実施する予定でした。 
しかし、計画策定時と変わってきた最近の別所町公民館の利用

状況を鑑み、少しでも早くエレベーターを設置することができな

いか、来年度（令和８年度）に設計作業を行い、エレベーターの設

置場所や施工手順、工事費用などを確認し、検討したいと考えてお

りますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。 
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